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がんばります
3月10日、町内中学校卒業生のうち、就職を希望する2人

( 向中）の生徒を励ます会が庁舎応接室で行われ、町長から激
励の言葉や記念品を受けたのち、自分たちの将来の夢や心がま
えを述べ、祝福を受けた。

おせわになりました

3月7日、大平小で6年生を送る会が赤屋の浜において開か
れた。これは卒業していく6 年生に感謝の気持を込めるととも
に｡小学校生活最後のたのしい思い出になるようにと、各グルー
プの在校生からレイと似顔絵のプレゼント、すもう大会、宝さ
がしなどがあり、砂浜いっぱいに児童たちの歓声があがってい
た。6年生も良い想い出に残ることでしょう！

さあ、い く ぞ

3川11日、長門地区消防本部及び油谷町の主催による第5回
油谷町防火親子駅伝大会が人丸駅前の町道を中心に行われた。
これは、子供と母親の防火意識の啓蒙と体力の増進並びに町民
相互の親睦を図ることを目的とするもので、スポーツ少年団男
子の部では油谷小Ａチーム、女子の部では文洋小チーム、ママ
さんの部では久富バレーボールチームが、それぞれ優勝をかざ
った。
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原文の一部

( 中央は守札の雛形)
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